
第５学年 算数科学習指導案 
令和元年 10 月 25 日（金） 

指導者 鴨川市立西条小学校 
T１ 花 澤  亮 
T２ 石井 健椰 

１ 単元名「単位量あたりの大きさ」 
 
２ 単元について 
（１）単元観 

本単元は，学習指導要領第 5 学年の以下の内容を取り扱う。 
 
 
 児童は前単元で，いくつかの異なる数量があるとき，それらの数量を同じ大きさにならすという，「平
均」について学習してきた。「平均」は，いくつかの異なる数量をならして，１つあたりどれだけになる
かという考え方である。この１つあたりにならすという考えをもとに，本単元である「単位量あたりの大
きさ」では，異なる 2 つの数量の割合について学習していく。この学習では，単位量あたりの大きさの比
べ方について知り，その考えを用いて日常生活に潜む問題を解決していく。さらに，この考えは子どもた
ちが普段経験している車のスピードのような，「速さ」の学習につながっていく。 
 本単元の問題では，比べるそれぞれの数が異なっているので，すぐには比べることのできないという
意識もたせ，単位量あたりの考えにつなげていけるようにすることが大切である。この問題はどちらか
の単位量にそろえることで，比べることができるようになる。単位量の考え方を学習することで容易に
問題を解決できるよさを味わわせることが大切である。 
 
【系統】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B（４）ア  単位量あたりの大きさについて知ること 

５年 １０ 平均とその利用 
●平均の意味とその利用 

１１ 単位量あたりの大きさ 
●単位量あたりの大きさ 

速さ 
●速さ，道のり，時間を決める 
●時速，分速，秒速 
●であい算，追いつき算 

別添資料２ 



 
（２）児童の実態（男子１２名 女子７名） 
  本学級の児童は，とても素直な児童が多い。また，周りに困っている友だちを見かけると助けてあげ

る優しい姿が見られる。 
  学力面では，個人差が大きく，同じ課題を解決するにも，数分で終わってしまう児童もいれば，授業

時間が終わるまでかかってしまう児童もみられる。数名の児童については，個別の支援が必要である。 
クラスの人数が昨年度と比べ半分になっており，発言をする機会というものが全体的に増えている

が，ある一部の児童しか発表を積極的にしていない。教師側からの意図的な指名をしないと発表しない
ことが多い。しかし，指名をして意見を聞くと，自分の意見をもっており発表もできる。進んで発表し
ようとする意識が必要である。 

 
 ①学習に対する意識調査から（実施日：令和元年６月１２日 １９名） 
 ×：あてはまらない（１点）▲：ややあてはまらない（２点） 〇：ややあてはまる（３点）◎：あてはまる（４点）。とした 

№ 質問 × ▲ ○ ◎ 平均値 

１ 算数で新しい問題にであったとき，その問題を解
いてみたいと思う。 

1 名 ３名 8 名 7 名 3.2 

２ 算数で，前に習った解き方や方法を思い出して，問
題を解こうとしていると思う。 0 名 ２名 13 名 4 名 3.2 

３ 問題の解き方でわからないときは，あきらめずに
いろいろな方法を考えていると思う。 

1 名 ５名 11 名 2 名 2.8 

４ 自分の考えを図や式，言葉でノートに整理するこ
とができていると思う。 2 名 ５名 10 名 2 名 2.7 

５ 友だちと話し合う時，友だちの話や意見を最後ま
で聞くことができていると思う。 

0 名 ２名 7 名 10 名 3.5 

６ 自分の考えを，友だちにわかりやすく伝えること
ができていると思う。 0 名 ９名 8 名 2 名 2.7 

７ 
友だちとの話し合いで，自分の考えを深めたり，広
げたりできていると思う。 
例｢なんで｣｢なるほど｣｢そういうことか｣など 

1 名 ４名 10 名 4 名 2.9 

８ その授業でわかったことを自分の言葉でまとめる
ことができていると思う。 

0 名 ３名 11 名 5 名 3.2 

９ 学習した内容をふり返り，新しい疑問をもってい
ると思う。 0 名 ６名 7 名 6 名 3.1 

10 友だちと意見を出し合って，いっしょに学ぶよう
な学習（ペア・グループ）は役に立つ。 

0 名 ３名 4 名 12 名 3.6 

 
②新たな学習にむけての対する実態調査から 

問題 正解 不正解 
１   72 個の飴を 6 人で同じ数ずつ分けます。 

1 人に何個ずつ分ければよいでしょう。 
A：72÷6＝12  12 個 

19 名 
100％ 

０名 
０ 

２－① 月曜日から金曜日までの読書時間の合計は何分ですか 正解 不正解 



曜日 月 火 水 木 金 

時間(分) 45 15 40 25 0 

A：45+15+40+25+0＝125  125 分 

18 名 
95％ 

1 名 
5％ 

２－② 月曜日から金曜日までの 1 日あたりの読書時間は何分ですか。 
A：125÷５＝25  25 分 

13 名 
68％ 

6 名 
32％ 

 

 
A：② 
理由：面積が同じで，人数が多いから 

正解 不正解 
19 名 
100％ 

0 名 
0 

理由 
正解：12 名 
説明不足：7 名 
・「人数が多いから」のみ  

 

 
 
 
 

 

 
 
A:② 
理由：1 ㎡あたりの人数が２人と

３人で，３人の方が混んで
いるから。 

正解 不正解 
6 名 
3２％ 

13 名 
68％ 

理由 
正解：l3 名 
説明不足：3 名 
・面積を公倍数(24 ㎡)として

考え，その時の人数が赤は
48 人，青が 72 人だから。 

・式が人数÷面積をしている
から 

・なんとなく 

①5 名 
・両方とも数字が大きいから 
③8 名 
・両方とも数字が大きいから 
・式が人数÷面積をしている

から 
・面積が広いから 
・自分の使える面積が少ない

から 
④0 名 

 
【考察】 

① 意識調査から，児童は算数の問題を解いてみたいと思っており，学習に対しては意欲的な様子が見
受けられる。ペア学習や友だちの話し合いでは，人の話を聞くことはできている，と多くの児童は感
じている。しかし，自分の考えを伝えるということに対しては，苦手意識をもっている。友だちと意
見を出し合って行う学習は，役に立つと多くの児童が回答しているので，話し合い活動の場を設定し
ていく必要があると考える。 

   また，難しい問題にであったときには，どうしてよいかわからずあきらめてしまっている児童が
多くいる。自分が問題を解くための手段，つまり，図や式，言葉で整理する（まとめる）ことに苦手
意識を持っていると言える。 

 ② ２－②は，「単位量あたりの大きさ」の単元の前の単元にあたる「平均とその利用」の考えを使っ



た問題である。実態調査時は未習事項であるので，平均という言葉を使わずに問題を作成した。その
ことにより，「1 日あたり」という言葉に引っ掛かり，その言葉自体の意味が分からずどのように問
題を解けばよいか，その手掛かりさえ見つからない児童もいた。 

   ３では，片方の数値がそろっているときの混み具合を聞いている問題である。全員が正答するこ
とができた。しかし，理由を見てみると，イの方が「人数が多いから」だけを答えている児童が 3 分
の 1 以上いた。残りの児童は，「面積が同じ」で，イの方が「人数が多いから」と答えていた。混み
具合は人数が多いから混んでいるのではない。混んでいるという感覚は全員がなんとなくわかって
いる様子だが，それを説明できる児童は多くないと言える。 

   ４の問題では，7 割近い児童が赤のレジャーシートの方が混んでいると回答している。理由として
数値が大きいからと説明している児童が多くみられた。混み具合というものの定義をしっかりとと
らえさせていく必要がある。この問題で完答していた児童は 3 名である。すべての数値が異なるも
のを比べることが児童にとっては大きな課題になっている。3 では，どちらか一方がそろっていれば
比べることができるとわかっているので，その考えを生かせるようにする必要がある。 

 
３ 研究との関連 
 
（１）研究主題について 
 

【主題】 
問題場面を理解し進んで解決する子の育成 

～自分なりの考えをもち，友だちと関わる活動を通して～ 
 
「自分なりの考えをもつ」とは…問題解決の糸口となる『考えの跡』を記述すること。 
               またその過程の中で，何かしらの考えをもつこと。  

・考えの跡＝式，図・表，言葉，文，下線，矢印，吹き出し，メモ，注意事項，ポイント，予想，疑
問，希望など，問題場面や解決に関わる自分が考えた全ての思考のこと 

 
「友だちと関わる」とは…『インプット』から『アウトプット』を行うこと。 

・友だちや教師の説明のポイントを見つけ，記録する。 
・見せてわかるノート作りをし，友だちと意見交換をする。 
・授業でわかったことを，文章にしてまとめる。 

 
（２）研究仮説及び具現化のための手立て（指導観） 

【仮説】 
児童に「考えの跡」を残させながら学習を進めれば，問題場面を正しく理解することができ，友

だちとの関わりの中で自分の考えを深め，進んで問題解決をすることができるだろう。 

 
  



 「考えの跡」を残させるために 
  ①「考えの跡」の共通理解 

  自分が頭の中で考えたことを「考えの跡」として視覚化することは重要なことである。視覚化す
ることで思考が整理され，問題場面の把握や筋道立てて考えることにつながると考える。しかし児
童は，書くとなると，正しいことだけを書かなくてはいけない，と思う児童も多い。そこで，図や
式だけにこだわらず，感想，疑問，気が付いたことや予想なども積極的に書くように声をかける。？
や！のマークなどを使いながら，自分にとってわかりやすい書き方で書くようにさせる。そうする
ことで，「考えの跡」を書くことに抵抗がなくなり，自分の思考が整理されるであろう。自分の「考
えの跡」を残すことによって，課題解決に結びつけられるようにする。 

 
②算数用語の定着を図る 
  本単元では，初めて「～あたり」や「単位量あたり」，「混み具合」などの算数用語を使う。実態

調査からも，「～あたり」という言葉を正しく理解できていないことがわかる。算数用語の意味を
児童自身がしっかりと理解できれば，より「考えの跡」が，残しやすくなるだろう。そこで，算数
用語をクラス全体で確認したり，掲示したりする。そうすることで，算数用語を適切に使いなが
ら，「考えの跡」を残し，問題場面を正しく理解し，課題を解決できるようにする。 

                                                                                                     
 「友だちと関わる」ために 

③ペアでの話し合いの場を設定する 
    自分の考えをペアで伝え合う場を設定することで，友だちと関わりながら解決できるようにさ

せたい。全体の場では，なかなか自分の考えを積極的に話すことができない児童も，ペアの友だち
には，抵抗なく話すことができると考える。自分の考えをペアの友だちに聞いてもらったり，ペア
の友だちの考えを直接聞いたりすることで，自分の考えを深めたり，新しい考えに気付いたりする
ことができるであろう。 

 
④友だちの説明を繰り返させる。 

    友だちの説明をただ聞くだけでは，友だちの考えをよく理解することができない場合もある。
聞いた後に，その説明を繰り返させることで，友だちの考えについてもう一度思考する場をつくり
たい。例えば，ペアでの話し合いの場では，相手の説明が終わったら，「〇〇さんは，～～と考え
たのですね。」と言うようにさせる。そうすることで，友だちの考えが自分の考えと似ているのか，
自分とは違うのかをはっきりとらえることができ，さらに友だちの考えについて，意見を述べるこ
とができると考える。このように友だち同士を関わらせることで，思考を深め，課題解決につなげ
る。 

 
４ 単元の目標 
  単位量あたりの考えを用いて異種の 2 つの量を比べることができる。 
 
【関心・意欲・態度】 単位量あたりの考えのよさがわかり，これを用いて関連する 2 つの量の大小を比

べようとする。 



【数学的な考え方】 異種の 2 つの量の割合で表せる量について，単位量あたりで考えることができる。 
【 技 能 】 単位量あたりの考え方を使って，異種の 2 つの量の大小を比べることができる。 
【 知 識 ・ 理 解 】 単位量あたりの考えを使った比べ方や表し方を理解している。 
 
５ 全体計画（5 時間扱い） 

時 目標 学習活動 主な評価 

１
本
時 

混み具合を比べるこ
とで，大きさを比べ，そ
の比べ方について説明
することができる。 

 子どもの数とたたみの数がそろっていない時，ど

うしたら比べられるか考えよう。 

子ども会での旅行での部屋割り
という場面設定で，畳の数と子ども
の数から混み具合を調べる。 

【考】単位量あたりに着目する考
えを説明することができたか。 

<発言・ノート> 

２ 

収穫高を比べること
により，本単元の学習
課題をとらえることが
できる。 

単位量あたりに着目
する考えを理解する。 

 収かく高の比べ方について考えよう 
田畑の収穫高での場面設定で，収穫
量と田畑の面積から収穫高を調べ
る。 

【関】単元の学習課題をとらえる
ことに取り組もうとしていた
か。         <観察> 

【考】単位量あたりに着目する考
えを説明することができたか。 

<発言・ノート> 

３ 

 人口密度について理
解し，単位量あたりの
考えを使って，大きさ
を 比 べ る こ と が で き
る。 

面積のわりに人口が多いのはどちらの県なのか考えよう

島根県と鳥取県の面積と人口から
混み具合を比べ，人口密度という用
語を知る。 

【知】人口密度の意味について理
解することができたか。 

<発言・観察> 
 

４ 

日常生活で単位量あ
たりの考え方が用いら
れる場面を知り，これ
を用いて，2 つの観点か
ら量の大きさを比べる
ことができる。 

ガソリンの量と走る道のりについて比べよう
 単位量あたりの大きさをもとに
して，ガソリンの量と車の走る道の
りについて比べる。 
 

【技】単位量あたりの考え方を使
って，2 つの観点から量の大き
さを比べることができたか。 

<ノート> 
 

５ 学習内容の自己評価 
 
６ 本時の指導（１/５） 
（１）目標 
【考】単位量あたりに着目する考えを説明することができる。 
（２）展開 



学習 
プロセス 
時配 

学習活動と内容 
○発問 ・予想される児童の反応 

形
態 

・教師の支援 ※評価（方法） 
Ｕユニバーサルデザインとの関連 

資
料 

見出す 
10 
 
 

１ 学習問題を把握する。 
○どの部屋が１番混んでいるでしょう。 

 A 室 B 室 C 室 
子どもの数 6 人 ５人 5 人 
たたみの数 10 枚 10 枚 9 枚 

 
○気が付いたことを書きましょう。 
・Ａ室とＢ室の畳の数が同じで子どもの

数が違う。→Ａの方が混んでいる。 
・Ｂ室とＣ室は子どもの人数が同じで畳

の数が違う。→Ｃの方が混んでいる。 
・Ｂ室とＣ室だとＣ室の方が混んでいる。 
・Ａ室とＢ室だとＡ室の方が混んでいる。 
 
〇Ａ室とＣ室はどちらが混んでいる？ 
・比べられない 
・今日の学習は…。 
 
 

一
斉 

・児童全員が，問題場面を把握できるよう

に，拡大した場面絵や，表を掲示する。 

・人数と畳の枚数をまとめた表を児童に

ワークシートで配り，気が付いたことを

自由に記入させる。 

・自分の思考を整理し，課題解決につなげ

るために，気付いたことや予想だけでな

く，疑問などを記入させるように声をか

ける。 

・気が付いたことを発表させ，数値がそろ

っていれば比べられることを確認する。 

・Ａ室とＣ室を比べるという意識付けを

するためにＢ室は掲示から外す。 

・児童との対話を通して，学習問題を作

る。 

 

 

 

・まとめの言葉がどのようなものになる
のか，見通しをもたせる。 

場
面
絵
・
表
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

自分で
取り組
む 
10 

２ 自力解決をする。 
○子どもの数とたたみの数がそろっていない

時，どうしたら比べられるか考えよう。 
・1 枚あたりで計算する。 
・1 人あたりを出せばよい。 
・数をそろえて考えればよい。 

一人あたり 
 
 
 
１枚あたり 

個
人 

・見通しがもてない児童には，Ａ室とＢ
室，Ｂ室とＣ室が比べられたのがなぜ
かを確認し，子どもの人数か，たたみ
の枚数をそろえればよいことに気付
かせる。 

・どのように考えればよいのか見通しを
もたせるために，友だちの発言を繰り
返させる。 

・大型テレビとパワーポイントを用い
て，「一人あたり」，「一枚あたり」の考
え方を視覚的にとらえさせる。 

・必要に応じて，「～あたり」や算数用語
についてクラス全体で確認する。 

・「畳の数－人数」で考える児童がいた場
合，ほかの部屋の例を挙げ，引き算で
は比べられないことを確認する。 

 

子どもの数とたたみの数がそろっていない時，どうしたら比べられるか考えよう。 



広げ深
める 
15 

３ 比較検討をする。 
○ペアで相談をしましょう。 
・畳の枚数をそろえて考えた。 
・畳 1 枚あたりの人数を求めて考えた。 
・1 人あたりの畳の枚数を求めて考えた。 
・数をそろえて考えた。 
○友達と相談して分かったことをノート

に書き足しましょう。 

ペ
ア 

□U 活動に必要な時間を児童と確認する。 

・自分の考えを紹介するだけでなく，自
分が悩んでいることをについて相談
したり，どのように発表につなげるの
かを話し合ったりさせる。 

・友だちの考えを聞いて，新しい考えや
気が付いたことをノートに書き足す。 

大
型
テ
レ
ビ
・
実
物
投
影
機 

 ○みんなで考えましょう。 
① 1 人あたりの畳の枚数を計算すると 

10÷６＝1.666… せまい。 
  9÷５＝1.8   広い。 

なので，1 人あたりの畳の数が少ないか
らＡ室の方が混んでいる。 

② 畳 1 枚あたりの人数を計算すると 
6÷10＝0.6   多い 

 5÷9＝0.555…  少ない 
なので，畳 1 枚あたりの人数がＡ室の方
が混んでいるので，Ａ室の方が混んでい
る。 

③ 畳の枚数をそろえて比べると 
10 枚→6 人    9 枚→5 人 
90 枚→54 人   90 枚→50 人 
なので，Ａ室の方が混んでいる。 

④ 人数をそろえて比べると 
6 人→10 枚    5 人→9 枚 
30 人→50 枚   30 人→54 枚 
なので，Ａ室の方が混んでいる。 

一
斉 

・友だちの考えを繰り返させることで，
友だちの考えが自分の考えと似てい
るのか，自分とは違うのかをはっきり
とらえさせる。 

・前で説明する児童だけでなく，それを
きいている児童のつぶやきも拾いな
がら，みんなで考えていく。 

・図を用いて考えている児童のノートを
大型テレビに投影し，共有する。 

・公倍数の考え方は，思いついた児童が
いたら取り上げる。 

 

まとめ
あげる 
10 

４ まとめをする。 
 
 
 

一
斉 

・まとめの言葉は，児童のつぶやきから
拾い，まとめる。 

 

たたみの枚数や人数をそろえると比べることができる。 



 ５ 適用問題を解く。 
○問題を解きましょう。 
○どちらの部屋が混んでいるでしょう。 
 

 Ａ室 D 室 
子どもの数 6 人 ４人 
たたみの数 10 枚 7 枚 

 
① 7÷4＝1.75 
② 4÷7＝0.571… 
③ Ａ 70 枚→42 人 

Ｄ 70 枚→40 人 
④ Ａ 24 人→40 枚 
  Ｄ 24 人→42 枚 

なので，Ａ室の方が混んでいる。 

個
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
斉 

・本時のどの考えを使うか決定させる。 
・1 つのやり方でできた児童は，他の考

え方でも検討させる。 
・答えだけを出すのではなく，答えの理

由も同時に書かせる。 
※単位量あたりに着目する考えを説明

することができたか。 
（発言・ノート） 

 

板書計画 

場 面 絵 
6 人 ５人 5 人 

10 枚 10 枚 9 枚 
                    
ＡとＢ たたみの数 同じ       
    子どもの数 ちがう                  A.Ａ室の方が混んでいる 
→Ａの方が混んでいる 
 
ＢとＣ たたみの数 ちがう     
    子どもの数 同じ        
→Ｃの方が混んでいる                    
 
ＡとＣ たたみの数 ちがう      
    子どもの数 ちがう      
 

子どもの数とたたみの数がそろっていない時，
どうしたら比べられるか考えよう。 

たたみの枚数や人数をそろえると比べるこ
とができる 

１人分は何枚？     １枚に何人？ 
Ａ 10÷6=1.66…(枚)  Ａ 6÷10=0.6(人) 
Ｃ 9÷5=1.8(枚)    Ｃ 5÷9=0.55(人) 

１人分は何枚？   
Ｄ 7÷4=1.75…(枚) 
１枚に何人？ 
Ｄ 4÷7=0.57(人) 

Ｄ室 
子どもの数 4 人 
たたみの数 7 枚 

  


